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可決した主な議案
一般会計予算に 174億8,100万円
を追加
補正予算の主なものは次のとおりです。

・土地開発公社の解散を目的とした金融
機関に対する公社債務の代位弁済

・受給者数の増加に伴う生活保護費の追加

・障害者自立支援事業に係る給付費の追
加（生活介護、施設入所支援、うつ病
などの精神通院医療など）

市職員の給料や期末手当を減額
　人事委員会の勧告に基づき、一般職の
給料や期末・勤勉手当を引き下げるとと
もに、市長などの特別職の期末手当を引
き下げました。

一般職　給料表改定率　 △ 0.2％
　　　　期末・勤勉手当
　　　　 4.15 月→ 3.95 月 ( △ 0.2 月 )

特別職　期末手当
　　　　4.15 月→ 3.95 月 ( △ 0.2 月 )

市議会議員の期末手当を減額

4.15 月→ 3.95 月 ( △ 0.2 月 )

小学校、中学校を統廃合・新設

景観計画に関する規定を新設

路上喫煙・ポイ捨て条例を統合

分かりやすい議会の実現に向けて
平成22年第４回定例会が、11月29日から12月16
日までの18日間の日程で開かれました。
この定例会では、補正予算、条例の制定など市長
提出議案20件、議員提出議案８件（意見書・決議５
件）を審議し、定例会初日に、千葉市職員の給与に
関する条例等の一部改正に対する討論（賛成＝市民
ネット・無）、最終日に条例・補正予算案件などに
対する討論（賛成＝民主党、反対＝市民ネット・無、
共産党）が行われ、千葉市病院事業の設置等に関す
る条例の一部改正など７件については、賛成多数に
より、平成22年度千葉市一般会計補正予算など19
件については、全会一致により、原案どおり可決・
承認しました。
一方、議員提出の千葉市住宅リフォーム補助金交
付条例の制定については、賛成少数により否決。千
葉市自転車の安全な利用の促進に関する条例の制定
については、継続審査となりました。

　市議会では、市民に開かれた分かりやすい議会を実現するため、今定例会
から本会議での質疑・質問で一問一答方式やスクリーンの利用を始めました。

●一問一答方式を導入
　議案に対する質疑と一般質問におい
て、これまでの「一括質問・一括答弁方
式」に加えて、「一問一答方式」を選べ
るようになりました。
　議案に対する質疑で３人、一般質問で
16 人の議員が、一問一答方式で質疑・
質問を行いました。

●質問時にスクリーンの利用が可能に
　質問の補助として、図や写真のパネ
ルを使用する替わりに、プロジェクター
を利用して、スクリーンに図や写真を投
影させながら説明できるようになりま
した。
　代表質問と一般質問で合計 11 人の議
員が、スクリーンを活用して質問しま
した。

一 問 一 答 方 式	：	項目ごとに、質問・答弁を繰り返す質問方式
	（例）	議　　員：	「財政について、○○事業の予算額は	～？」
	 	 市長など	：	「予算額は	～です。」
	 	 議　　員	：	「財源の内訳は	～？」
	 	 市長など	：	「内訳は、国の補助金は	～、一般財源は	～です。」
	 	 議　　員	：	「次に、福祉について、～？」

傍聴に訪れた方のアンケート結果
　　　　　　（12/2〜12/15）

○一問一答方式での質問・答弁はいかがでしたか？
	 （一問一答方式についてその他の意見）
	 ・議会の活性化につながっていると思う
　・内容をより深めていくことに期待する

○スクリーンを利用した質問はいかがでしたか？
	 （スクリーンについてその他の意見）
	 ・今後も積極的に取り入れていくべき
	 ・明るさ・座席の位置により見えづらい

今後、アンケート結果などを参考に、より分かりやすい議会の実現に努めてまいります。	アンケート結果の詳細は市議会ホームページをご覧ください。

非常に
分かりやすい
（34％）

分かりやすい
（60％）

あまり分かり
やすくない
（4％）

分かりにくい（2％）
非常に
分かりやすい
（21％）

分かりやすい
（57％）

今までと
変わらない
（8％）

分かりにくい
（14％）

　路上喫煙対策とポイ捨て対策を一体的
に推進するため、条例を統合し、全市で
のポイ捨てを禁止するとともに、取り締
まり地区内での路上喫煙を禁止しました。
また、取り締まり地区内で巡視活動を行
うとともに、違反者には罰則を適用する
こととしました。

　厳しい財政状況を踏まえ、議員の期末
手当を引き下げました。

　学校適正配置の取り組みとして、新たに
小学校３校、中学校２校を設置します。
（平成２３年４月１日開校予定）

	 統合される学校	 新設される学校
	 高洲第一小学校	

高洲小学校
	 高洲第二小学校
	 真砂第一小学校	

真砂東小学校
	 真砂第四小学校
	 真砂第二小学校	

真砂西小学校
	 真砂第三小学校
	 真砂第一中学校	

真砂中学校
	 真砂第二中学校
	 ※泉谷中学校から分割	 おゆみ野南中学校

　景観に関する総合的な法律である景観
法が制定されたことから、同法に基づき
魅力ある都市景観の形成を推進するため、
景観計画に関する規定を設け、先導的に
都市景観の形成を図る地区として景観形
成推進地区を定めました。

土地開発公社を解散
　地価の下落・低迷や公共事業の減少に
より公共用地先行取得の必要性が低下し
ていることから、公社の役割は終えたも
のと判断するとともに、このまま公社を
存続させた場合には、公社借入金から生
じる利息が累増し、市財政への深刻な影
響が危惧されるため、注第三セクター等改
革推進債を活用して土地開発公社を解散
します。

注　第三セクター等改革推進債：第三セクターなどの整理・再生に必要な経費を対象とした地方債。発行が可能な期間は平成21～25年度の間で、市議会の議決と総務大臣の許可を必要とする。

（回答数 122 件） （回答数 108 件）



会派等構成　●議員定数54人　　◆自由民主党千葉市議会議員団　20人　　◆公明党千葉市議会議員団　8人　　◆民主党千葉市議会議員団　7人　　◆市民ネットワーク・無所属の会　6人　　◆日本共産党千葉市議会議員団　6人　　			◆新政ちば　3人　　◆無所属　4人　（平成23年1月12日現在）
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一般質問
　12 月９日から 12 月 15 日まで
22 人の議員が、市政に関する一般
質問を行いました。主な質問項目
は次のとおりです。内容は市議会
ホームページの議会中継（録画放
映）をご覧ください。

12
月
７
日
（
自
由
民
主
党
千
葉
市
議
会
議
員
団
、
公
明
党
千

葉
市
議
会
議
員
団
）、
８
日（
民
主
党
千
葉
市
議
会
議
員
団
、
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
無
所
属
の
会
、
日
本
共
産
党
千
葉
市
議
会

議
員
団
）、
９
日
（
新
政
ち
ば
）の
３
日
間
に
わ
た
り
、
６
会
派

の
代
表
が
市
政
運
営
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

本
市
が
将
来
に
わ
た
り
活
力
を

持
っ
て
成
長
し
続
け
る
た
め
の

方
向
性
を
示
す「
千
葉
市
新
基
本
計
画
」

の
原
案
が
同
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
、
区

基
本
計
画
に
つ
い
て
も
審
議
を
始
め
た

が
、
審
議
会
で
の
審
議
状
況
は
。

総
論
部
会
や
区
計
画
部
会
な
ど

４
つ
の
部
会
を
設
置
し
、
審
議

を
行
っ
て
い
る
。
総
論
部
会
で
は
「
目

指
す
べ
き
都
市
構
造
の
方
向
性
が
よ
り

明
確
に
伝
わ
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で

あ
る
」
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
、
部
会
と

し
て
意
見
の
集
約
を
行
っ
た
。
区
計
画

部
会
で
も
計
画
原
案
に
対
す
る
審
議
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
、
こ
れ
ま
で
の
意
見
や
議
論
を

踏
ま
え
、
各
部
会
の
答
申
案
に
つ
い
て

議
論
し
、
計
画
原
案
全
体
に
対
し
て
答

申
を
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

な
環
境
が
整
っ
た
幼
稚
園
の
協
力
を

得
る
こ
と
は
大
変
意
義
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
今
年
度
か
ら
開
始
し
た
幼
稚

園
で
の
長
時
間
預
か
り
保
育
の
実
施

状
況
と
、
来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

園
内
保
育
所
整
備
の
予
定
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
22
年
５
月
か
ら
市
内
10
か

所
の
幼
稚
園
で
長
時
間
預
か
り

保
育
を
開
始
し
、
一
定
の
効
果
を
上

げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
の
さ
ら
な
る
削
減

を
図
る
た
め
、
本
市
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
、
幼
稚
園
の
空
き
施
設
な
ど
を

活
用
し
て
小
規
模
認
可
保
育
所
を
23

年
度
は
３
か
所
整
備
す
る
予
定
で
あ

る
。
今
後
、
施
設
改
修
や
運
営
に
係
る

補
助
制
度
な
ど
具
体
的
支
援
策
を
示

し
、
幼
稚
園
へ
さ
ら
な
る
協
力
を
求
め

て
い
く
。千

葉
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、

本
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
大

規
模
集
客
施
設
だ
が
、
竣
工
か
ら
既
に

20
年
が
経
過
し
て
い
る
。
市
は
こ
れ
ま

で
塩
害
に
よ
る
腐
食
や
経
年
劣
化
に
対

し
て
、
計
画
的
に
修
繕
を
進
め
て
き
て

い
る
が
、
今
後
の
施
設
の
充
実
や
修
繕

の
た
め
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

人
工
芝
の
張
り
替
え
な
ど
施
設

の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
22

年
６
月
に
「
千
葉
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

基
金
」
を
設
置
し
、
募
金
・
寄
附
金
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
規
模

な
修
繕
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
た

め
、
定
期
的
な
収
入
が
得
ら
れ
る
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）
の
公
募

を
実
施
し
、優
先
交
渉
者
を
選
定
し
た
。

今
後
、
基
本
条
件
の
調
整
後
、
新
名
称

を
決
定
し
、
契
約
を
締
結
す
る
予
定
で

あ
る
。

平
成
23
年
度
の
収
支
不
足
は
約

１
３
５
億
円
と
な
り
、
財
政
健

全
化
に
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　

市
長
の
新
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る

財
政
健
全
化
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
伺
う
。

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

行
政
コ
ス
ト
の
縮
減
が
前
提
と
な
る
こ

と
か
ら
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
徹
底

し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
う
。
生

み
出
さ
れ
た
財
源
に
つ
い
て
は
、
市
民

福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に
重
点
配

分
す
る
と
と
も
に
、
１
兆
円
を
超
え
る

市
債
残
高
の
低
減
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

緊
縮
財
政
の
視
点
以
外
に
、
税

収
を
増
加
さ
せ
、
本
市
の
経
済

を
浮
揚
さ
せ
る
新
た
な
視
点
が
今
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

大
型
企
業
の
誘
致
や
税
収
の
増
加
が

期
待
で
き
る
新
規
事
業
を
実
施
計
画
に

盛
り
込
ん
で
い
く
考
え
は
な
い
の
か
。

現
在
策
定
中
の
新
基
本
計
画

の
中
で
も
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
魅
力
あ
る
市
街
地
形

成
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
し
、
連

携
・
支
援
を
行
う
こ
と
や
、
中
央
港
地

区
に
お
け
る
海
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、新
た
な
魅
力
の
創
出
を
図
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
創
出
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
考
え
て
い

る
。

　

大
型
企
業
の
誘
致
や
税
収
の
増
加
策

も
大
変
重
要
な
視
点
で
あ
り
、
具
体
的

な
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
、
今
後
実
施

計
画
な
ど
に
お
い
て
検
討
し
て
い
く
。

自
治
体
病
院
を
取
り
巻
く
環

境
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
中
、

「
千
葉
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
経
費
の
削
減
に
努
め
て
い
る
が
、

今
後
も
市
民
に
必
要
な
医
療
を
確
保
、

継
続
す
る
に
は
、
相
当
の
決
意
で
経

営
改
革
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
不
可

決
で
あ
る
。

　

平
成
23
年
度
に
地
方
公
営
企
業
法
の

全
部
適
用
へ
移
行
す
る
が
、
移
行
後
の

経
営
改
革
の
進
め
方
は
。

来
年
度
は
、
事
務
部
門
で
経
営

企
画
機
能
の
拡
充
や
経
理
、
物

品
の
調
達
業
務
の
集
約
化
を
図
る
と
と

も
に
、
診
療
体
制
の
強
化
を
図
る
な

ど
、
費
用
の
縮
減
や
収
益
増
に
努
め
て

い
く
。

　

ま
た
、
病
院
事
業
管
理
者
の
も
と
で

新
た
な
経
営
効
率
化
の
事
業
計
画
を
策

定
し
、
両
市
立
病
院
の
役
割
分
担
や
経

営
改
革
に
関
す
る
新
た
な
取
り
組
み
、

経
営
に
関
す
る
指
標
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

公
明
党

千
葉
市
議
会
議
員
団

財
政
健
全
化
に
向
け
た

基
本
的
な
考
え
方
は

問答大
型
企
業
の
誘
致
や
税
収
の
増
加
が

期
待
で
き
る
新
規
事
業
に
つ
い
て

答

市
立
病
院
の
経
営
改
革
に
つ
い
て

問答

国
は
緊
急
総
合
経
済
対
策
を
決

定
し
、
補
正
予
算
に
景
気
や
雇

用
の
下
支
え
を
図
る
た
め
の
公
共
事
業

や
地
方
自
治
体
の
子
宮
頸
が
ん
、ヒ
ブ
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
事

業
へ
の
支
援
策
と
し
て
の
ワ
ク
チ
ン
経

費
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
が
、
本
市
の
対

応
の
考
え
方
は
。

本
市
で
も
国
に
合
わ
せ
て
、
市

内
経
済
へ
の
支
援
や
地
域
の
活

性
化
策
を
速
や
か
に
実
行
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
平
成
22
年
度
補

正
予
算
で
の
前
倒
し
実
施
を
含
め
た
的

確
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
国
の
責
任

に
よ
る
全
額
国
費
の
制
度
と
す
べ
き
も

の
と
考
え
、
国
に
対
し
要
望
し
て
い
く

と
と
も
に
、今
年
度
中
の
実
施
に
向
け
、

財
源
の
確
保
や
市
民
へ
の
周
知
な
ど
準

備
を
進
め
て
い
く
。

県
内
の
各
自
治
体
が
通
院
医
療

費
の
助
成
対
象
を
小
学
校
３
年

生
ま
で
に
拡
大
し
て
お
り
、
本
市
も
、

県
制
度
と
の
整
合
性
を
図
り
拡
大
す
べ

き
で
あ
る
。
県
市
間
協
議
を
通
じ
、
県

補
助
金
の
補
助
率
を
他
市
並
み
に
引
き

上
げ
る
な
ど
財
源
確
保
を
図
り
、
早
急

に
対
象
年
齢
を
拡
大
す
べ
き
で
あ
る

が
、
今
後
の
方
針
は
。

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、

財
源
確
保
は
非
常
に
困
難
だ

が
、
県
内
で
本
市
だ
け
が
未
就
学
児
を

対
象
と
し
て
い
る
状
況
の
解
消
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
平
成
23
年
度
中
の
で

き
る
だ
け
早
期
の
拡
大
に
向
け
て
検
討

し
て
い
く
。

　

本
市
へ
の
県
の
補
助
率
が
所
要
経
費

の
６
分
の
１
と
、
県
内
他
市
の
２
分
の

１
に
比
べ
大
き
な
格
差
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
改
善
に
向
け
県
と
の
協
議
を
強
力

に
進
め
る
な
ど
、
財
源
確
保
に
努
め
て

い
く
。高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
に
伴

う
住
民
紛
争
が
数
多
く
発
生
し

て
お
り
、
本
市
で
も
建
物
の
高
さ
に
つ

い
て
見
直
し
を
検
討
し
た
が
、
既
存
の

マ
ン
シ
ョ
ン
へ
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
高
さ
制
限
を
通

し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
都
市
づ
く
り

を
考
え
て
い
る
の
か
。

今
回
の
見
直
し
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
の
際
、
周
辺
環
境
に
十

分
配
慮
し
た
建
築
物
と
す
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
。
既
存
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
て

替
え
に
対
す
る
緩
和
措
置
を
講
ず
る
な

ど
、
先
進
都
市
の
事
例
を
参
考
に
、
見

直
し
の
検
討
を
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

　

今
後
の
都
市
づ
く
り
に
お
い
て
は
、

住
宅
地
の
街
並
み
に
配
慮
し
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
建
築
計
画
を
誘
導
す
る
こ

と
で
、
住
環
境
の
保
全
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

民
主
党

千
葉
市
議
会
議
員
団

国
の
補
正
予
算
へ
の対応

に
つ
い
て

問答

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
を

答

高
度
地
区
の
見
直
し
に
つ
い
て

問答

幕
張
新
都
心
は
着
実
に
整
備
が

進
め
ら
れ
、
本
市
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
し
て
き
た
が
、
開
発
事
業
者

で
あ
る
県
企
業
庁
か
ら
道
路
や
下
水

道
な
ど
の
公
共
施
設
を
市
へ
移
管
す

べ
く
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
平
成

24
年
度
の
企
業
庁
の
土
地
造
成
整
備

事
業
収
束
へ
の
対
応
と
、
今
後
の
街
づ

く
り
へ
の
戦
略
な
ど
の
考
え
方
は
。

企
業
庁
と
は
公
共
施
設
の
引
き

継
ぎ
を
順
次
進
め
て
い
る
が
、

小
学
校
や
保
育
所
用
地
な
ど
将
来
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
案
も
あ
り
、
街

と
し
て
の
魅
力
を
維
持
し
つ
つ
、
市
に

過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
協
議
し

て
い
く
。
今
後
は
県
と
連
携
し
、
新
た

な
魅
力
の
創
造
や
さ
ら
な
る
活
性
化
に

つ
い
て
、
新
基
本
計
画
や
実
施
計
画
に

位
置
付
け
て
い
く
。

庁
舎
棟
と
議
事
堂
棟
か
ら
な
る

本
庁
舎
は
、
昭
和
45
年
の
竣
工

以
降
、
日
々
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

施
設
の
改
修
費
な
ど
の
コ
ス
ト
や
、
耐

震
な
ど
本
庁
舎
が
備
え
る
べ
き
安
全
性

を
考
え
れ
ば
、
一
刻
も
早
い
時
期
に
新

市
庁
舎
の
整
備
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

現
庁
舎
は
、
老
朽
化
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
に
は
建
て
替
え
の

必
要
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、
将
来
の
財
政

見
通
し
を
踏
ま
え
た
判
断
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
な
ど
の
民
間

資
金
の
導
入
な
ど
、
財
政
負
担
を
低
減

さ
せ
る
方
策
の
調
査
研
究
を
引
き
続
き

行
う
と
と
も
に
、
当
面
の
対
応
と
し
て

の
現
庁
舎
の
耐
震
化
、
延
命
化
を
含
め
、

中
長
期
的
な
視
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

今
日
の
教
職
員
は
、
新
学
習
指

導
要
領
へ
の
対
応
、
い
じ
め
や

不
登
校
な
ど
へ
の
対
応
と
多
種
多
様
な

業
務
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ス
ト

レ
ス
な
ど
か
ら
く
る
精
神
疾
患
に
よ
る

休
職
者
な
ど
が
増
加
し
て
い
る
。
本
市

に
お
け
る
現
状
と
、
教
職
員
の
労
働
環

境
の
改
善
策
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
21
年
度
に
休
職
し
た
教
職

員
は
51
人
、
全
体
の
０
・
５
２
％

で
、
病
気
休
職
者
の
う
ち
精
神
疾
患
は

49
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

20
年
度
に
教
職
員
ヘ
ル
シ
ー
シ
ス
テ

ム
事
業
を
立
ち
上
げ
、
医
師
会
や
教
職

員
組
合
な
ど
様
々
な
職
種
の
代
表
に
よ

る
教
職
員
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
委
員
会

で
の
心
の
健
康
問
題
に
つ
い
て
の
情
報

交
換
や
、
教
職
員
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、「
学
校
現
場
の
負
担
軽
減
検
討
会
」

を
設
置
し
、
具
体
的
な
解
決
策
を
検
討

し
て
い
く
。

新
政
ち
ば

幕
張
新
都
心
の
県
企
業
庁
事
業
収
束

へ
の
対
応
と
活
性
化
策
に
つ
い
て

問答

答 教
職
員
の
労
働
環
境
の

改
善
策
に
つ
い
て

問

答

市
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
予
算
編
成
に
向

け
、
１
３
５
億
円
の
収
支
不
足

が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
県
か
ら
の
補

助
金
で
本
来
市
に
来
る
べ
き
補
助
金
の

総
額
と
主
な
事
業
は
何
か
。
ま
た
、
県

と
ど
の
よ
う
に
交
渉
し
て
い
る
の
か
。

本
市
が
県
内
他
自
治
体
と
異
な

る
扱
い
を
受
け
て
い
る
県
単
独

補
助
金
は
21
年
度
決
算
で
38
事
業
あ

り
、
同
率
で
補
助
さ
れ
た
場
合
の
総
額

は
約
18
億
６
千
万
円
、
実
際
の
収
入
額

は
約
２
億
円
で
あ
る
。
主
な
事
業
は
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
、
重
度
心
身

障
害
者（
児
）医
療
費
助
成
事
業
と
な
っ

て
い
る
。

　

県
と
は
、
副
知
事
と
副
市
長
を
窓
口

に
交
渉
し
、
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
、
県
内
他
市
と
同
様
の
補

助
率
を
適
用
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

本
市
の
病
児
・
病
後
児
保
育
は
、

平
成
11
年
に
始
ま
り
、
早
く
か

ら
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
こ
と
は

評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
ま
だ
制
度
を

知
ら
な
い
、
利
用
し
た
い
が
不
安
と
い

う
保
護
者
に
制
度
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
望
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
の
把
握
を
含
め
、
今
後
の
市
の

取
り
組
み
方
針
を
伺
う
。

現
在
、
市
内
７
か
所
に
お
い
て

実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
は
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画（
後
期
計
画
）

に
基
づ
き
、
26
年
度
末
ま
で
に
、
各
区

２
か
所
、
市
内
12
施
設
の
設
置
を
予
定

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
70
余
の
保
育
所
、
保
育

園
の
在
籍
児
童
の
家
庭
に
対
し
、
利
用

の
有
無
や
き
っ
か
け
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
そ
の
調
査
結
果
や
国
の

動
向
を
踏
ま
え
、
事
業
の
拡
充
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
名
古
屋
会
議
で
は
、

生
物
多
様
性
の
損
失
を
止
め
る

た
め
の
短
期
目
標
と
、
賢
明
な
利
用
に

よ
り
自
然
と
共
生
す
る
世
界
を
展
望
す

る
長
期
目
標
が
示
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
本
市
で
も
、
生
物
多
様
性
の

保
全
に
向
け
て
、
貴
重
種
の
保
全
や
外

来
種
対
策
な
ど
を
環
境
基
本
計
画
に
位

置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
の
取
り
組
み
方
針
は
。

現
在
、
策
定
中
の
環
境
基
本
計

画
に
、
基
本
目
標
の
一
つ
と
し

て
「
豊
か
な
生
物
多
様
性
と
健
全
な
生

態
系
を
確
保
す
る
」
こ
と
を
掲
げ
て

お
り
、
貴
重
な
野
生
動
植
物
の
生
息
・

生
育
な
ど
の
実
態
調
査
を
は
じ
め
、
市

の
鳥
・
コ
ア
ジ
サ
シ
な
ど
の
貴
重
な
生

物
の
保
護
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
外

来
種
の
防
除
な
ど
、
野
生
動
植
物
の
保

全
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
。

日
本
共
産
党

千
葉
市
議
会
議
員
団

県
か
ら
の
補
助
金
に
つ
い
て

問答

生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て

答

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

問

本
市
を
除
く
県
内
自
治
体
で

は
、
医
療
費
の
２
分
の
１
の
県

補
助
金
を
受
け
、
12
月
か
ら
小
学
校
３

年
生
ま
で
医
療
費
無
料
化
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
県
は
平
成
23
年
度
か

ら
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
本
市
だ
け
が
取
り
残

さ
れ
、
同
じ
千
葉
県
民
で
あ
り
な
が
ら

著
し
い
格
差
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
無
料
化
を
速
や

か
に
実
現
し
、
続
い
て
小
学
校
卒
業
ま

で
の
無
料
化
の
見
通
し
を
示
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

ま
ず
は
23
年
度
中
の
で
き
る
だ

け
早
期
に
、
小
学
校
３
年
生
ま

で
拡
大
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
６

年
生
ま
で
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
財
源

が
確
保
で
き
れ
ば
実
施
し
た
い
が
、
引

き
続
き
県
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
県
補
助
率
の
改
善
に
向
け
た
協
議

を
さ
ら
に
強
力
に
推
し
進
め
、
財
源
確

保
に
努
め
て
い
く
。

財
政
危
機
で
市
民
生
活
が
厳
し

い
と
き
、
市
の
行
う
事
業
が
循

環
し
て
地
域
経
済
が
活
性
化
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
国
の
交
付
金
を

活
用
し
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度

を
実
施
す
る
こ
と
は
、
社
会
資
本
で
あ

る
市
民
の
住
宅
が
整
備
さ
れ
、
市
内
業

者
に
仕
事
が
増
え
、
そ
の
結
果
、
市
税

収
入
も
増
え
る
極
め
て
有
効
な
制
度
で

あ
り
、早
期
実
現
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

本
市
で
は
耐
震
化
な
ど
へ
の
補

助
制
度
を
行
い
、
一
定
の
成
果

が
出
て
い
る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

制
度
の
導
入
に
よ
り
一
定
の
経
済
効
果

が
期
待
で
き
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、国
・

県
・
他
政
令
市
の
動
向
を
見
極
め
、
施

策
の
優
先
度
を
十
分
検
討
し
た
い
。

　

な
お
、
制
度
を
実
施
す
る
際
は
国
の

交
付
金
を
有
効
に
活
用
し
た
い
。

政
府
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

広
域
化
は
、
国
の
責
任
を
地
方

に
押
し
つ
け
、
被
保
険
者
の
国
保
料
を

大
幅
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
り
、
中

止
を
求
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰

入
金
が
激
減
し
て
い
る
が
、
新
年
度
は

平
成
20
年
度
の
水
準
に
戻
す
よ
う
求
め

る
が
ど
う
か
。

国
保
の
広
域
化
は
、
将
来
、
地

域
保
険
と
し
て
一
元
的
運
用
を

図
る
の
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
広
域

化
の
中
止
を
求
め
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
は
本
来

保
険
料
や
国
費
な
ど
の
公
費
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
も
収
支
不
足
に
係
る
一
般
会
計
か
ら

の
法
定
外
繰
入
を
行
っ
て
お
り
、
新
年

度
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
無
所
属
の
会

子
ど
も
医
療
費
を

県
内
の
他
自
治
体
並
み
に

問答

答国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

問

答

循
環
型
経
済
対
策
に
つ
い
て

市指定最重要保護生物「ホトケドジョウ」

代
表
質
問
か
ら

問

答

問

自
由
民
主
党

千
葉
市
議
会
議
員
団

新
基
本
計
画
審
議
会
の

審
議
状
況
に
つ
い
て

問答保
育
所
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

問

答千
葉
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の

施
設
の
充
実
を

問

答

QVC マリンフィールド（愛称）に決定

まちづくりが進められる千葉中央港地区

問

注　ＣＯＰ１０：生物多様性条約第 10 回締約国会議

問

竣工から40年以上経過する市役所本庁舎

●少子化に伴う小中学校跡地の
　活用と住民合意について
●地域経済振興条例の制定につ
　いて
●精神障害者福祉について
●地球温暖化について
●公会計基準モデルの適用につ
　いて
●今後の公共交通施策について
●国が導入を検討している24時間
　地域巡回型訪問サービスについて
●学校給食と食育について
●性的少数者への理解と支援につ
　いて
●老朽化した中高層住宅の建て
　かえ支援と建築物と法定外道路
　について
●千葉市再生計画（行動計画）につ
　いて
●水害対策について
●高齢者のこれからの住まい方
　について
●地域の活性化と対策について
●子どもの救済機関の設立につ
　いて
●競輪事業について
●人材育成・人事考課について
●企業庁の事業収束後の幕張新
　都心について
●千葉市独自の文化スタイル創
　出について
●新しい農業について
●千葉市長の政治倫理に関する条
　例について
●教科書採択について
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傍聴のご案内
本会議、常任委員会、特別委員会は原則公開していますので、ど
なたでも傍聴できます。
第4回定例会では440人の方々が傍聴に訪れました。
新年度予算を審議する次の第１回定例会は、２月15日（火）に開会
する予定です。会議日程は２月10日（木）に決まる予定です。
受付は、原則として会議開催の30分前から議会棟１階の傍聴受付
カウンターで行います。定員は本会議92名（先着順）、委員会６～ 10
名（受付開始時点で定員を超えている場合は抽選）です。

本市議会のホームページでは、会議日程や会議結
果、議員名簿、市議会のしくみなどを掲載しています。
また、本会議や予算・決算審査特別委員会の様子

が生中継や録画放映によりご覧になれます。
お仕事などで市議会を傍聴できない方はこちらを

ご覧ください。

千葉市議会ホームページのお知らせ

ホームページアドレス
http://www.city.chiba.jp/shigikai/top.html

常 任
委 員 会

委員会審査・
調査から

可決した意見書・決議

　12月３日に開かれ、市長提出議案19件、議員提出議案２件、請願１件、陳情２件を審査しました。
　その結果、すべての市長提出議案は可決・承認となり、議員提出議案のうち１件は否決、１件は
継続審査となりました。

議員提出議案として５件の意見書・決議を審議し、可決しました。
　可決した意見書・決議は、国会および関係行政機関に提出しました。
市議会ホームページに全文を掲載しています。

教育未来委員会
●子どもの通院医療費無料化の年齢引き上
げを求める請願
●瑞穂子どもルームの瑞穂小学校敷地内等
への移設に関する陳情

都市建設委員会
●千葉マリンスタジアムの受動喫煙対策に
関する陳情

不採択

●北朝鮮の砲撃事件に抗議し、毅然とした対処を求める決議

●子ども手当財源の地方負担に反対する意見書

●大学予算の一律１割削減に反対する意見書

●切れ目ない中小企業支援策を求める意見書

●地球温暖化対策の推進に関する意見書

議員等による寄附の禁止について
公職選挙法では、議員等による選挙区内での寄附が禁止されています。
○入学・卒業・就職・出産などのお祝い
○議員本人が出席しない場合に結婚祝や香典
を出すこと
○葬式などに生花や花輪を贈ること
○忘年会・新年会などの会合への差し入れ
○お歳暮やお中元を贈ること
○市民や団体が議員等に寄附などを求めること

　また、議員が年賀状などのあいさつ状を出すこと（自筆の答礼は除く）も
禁止されています。

生活保護受給世帯への自立支援について
生活保護費の増大に対処するため、庁内に

「生活保護自立支援強化プロジェクトチー
ム」を設置し検討が行われたが、今後どの
ように取り組んでいくのか。

ケースワーカーの資質向上や就労支援相談
員の増員などに取り組むほか、自立推進に
向けた具体的対策として、雇用先の開拓や
セミナーの開催などの被保護者就労促進事
業の拡充や、被保護世帯の学習支援など、
市全体で取り組んでいきたい。

＜その他の審査・調査内容＞
海浜病院における医療事故の和解に伴う損害賠
償、病院事業への地方公営企業法の全部適用、
社会福祉法人徳和会に対する改善措置命令事項
の改善状況など

保健消防委員会(議案７件、所管事務調査１件)

問

答

土地開発公社の解散に伴う第三セクター等
改革推進債の起債について

今回、土地開発公社を解散するに当たって
様々な精査をしてきたと思うが、公社が発
足してから現在に至るまでの市としての総
括的な評価をどのように考えているのか。

公社がこれまでに先行取得をしてきた土地
約 70 万㎡のうち、93.4％は、学校や公園
など市民生活に必要な公共施設の用地とし
て活用されており、これらの事業をスムー
ズに進めることができたのは、公社を活用
した先行取得の成果と考えている。
　しかし、事業化の遅れから、いまだに買
い戻しができない土地が残ってしまったこ
とは、当初計画の見通しの甘さを認めざる
を得ない。今後これらの土地については、
取得目的に沿って事業化を検討することを
基本に、有効活用に努めたい。

＜その他の審査内容＞
当せん金付証票（宝くじ）の発売額について

総務委員会 ( 議案４件 )

問

答

「ちば市議会だより」の点字版と録音版（テープ）を作成しています。ご希望の方は、ご連絡ください。

おゆみ野南中学校の新設について
現在、分割する泉谷中学校、学区内２校の
小学校と保護者会による３校準備委員会に
おいて、開校に向けた協議を行っているが、
その検討および準備状況は。

開校後すぐに必要なものについては３校準
備委員会の中で確認しながら準備を進めて
いるが、例えば制服の準備などは、新しい
学校づくりをする中で、制服を考える機会
を設け進める方が教育的な価値があること
から、開校後に検討する。

＜その他の審査内容＞
母子福祉資金の貸付件数の増加に伴う補正予
算、緑町小学校・松ヶ丘中学校改築の工事請負
契約など

教育未来委員会 (議案６件、請願１件、陳情１件 )

問

答

緑区平川町の産業廃棄物不法投棄等残存事
案の除去について

今回の事案の他に違法性のある廃棄物処理
事案が市内にまだあり、今後、同様のこと
が起きる可能性があると思われるが、これ
らの事案をどのように指導していくのか。

残りの箇所については現在、周辺地域への
影響について調査中であり、結果がまとま
り次第対応していく。
　平成 18 年に監視指導室を設置し、厳し
い指導などを行ってきているが、22 年４
月に現職の警察官を１名増員し２名体制と
するなど、今後も厳正に対処していく。

＜その他の審査内容＞
路上喫煙・ポイ捨て対策の統合など

環境経済委員会（議案３件）

問

答

問

答

景観形成推進地区を定めることについて
景観形成推進地区を定めるには、市民と事
業者、市が一緒に街づくりを考えていくこ
とが非常に大事だが、景観に対する市民の
意識を醸成するためにどのように啓発して
いくのか。
市民意識の醸成には、市民が景観について
考えたり、活動してもらうための「きっか
けづくり」が必要である。
　このため、景観形成についてのパンフ
レットの配布やイベントの開催を通して情
報を提供したり、継続的に活動している市
民団体や景観に配慮した優秀な建築物に対
し表彰を行うなど、啓発活動を続けていき
たい。

＜その他の審査内容＞
水洗便所改造などの資金貸付件数の増加に伴う
補正予算、千葉市景観総合審議会の設置など

都市建設委員会 (議案４件、陳情１件 )

請願・陳情の結果

請願・陳情者が意見陳述を行いました
　今定例会から、請願・陳情の委員会審
査の際に、請願・陳情者の希望により、
意見陳述を行えるようになりました。

4月開校のおゆみ野南中学校

採択送付
都市建設委員会
●（仮称）稲毛海岸５丁目Ⅰ敷地計画新築工
　事に関する陳情（10月13日審査）
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